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．

デ

ル
愛
す
　
　
〟
巧
ザ
　
　
〃
脾
血
ず
　
バ
礪
す
　
〃
嫡
サ

ツ
h
ソ∴・I

の
　
増
三
教
場
嘩
達
も
の
升
．
可
活
発
昏
産
嘲
書
館
虹

に
も
留
ニ
ッ
止
∵
る
こ
骨
の
　
（
メ
諸
）

r
ヴ
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
へ
ン

絹
孝
す
　
　
け
射
寸
　
言
奏
す
　
　
万
象
す

初
　
三
本
l
こ
式
軋
し
．
ぞ
軋
ら
れ
笥
も
の
　
（
ダ
薗
〕

㌢

　

　

　

－

ノ

、

ノ

　

　

　

r

ウ

芸
で
す
　
刀
塙
ザ
　
2
2
確
守
　
か
蹴
ず

以
上
、
2
3
藷
の
う
ち
、
三
巌
r
本
色
来
客
頬
秒
l
こ
す
を
師
部
形

の
璃
糾
サ
虔
ふ
㌻
り
れ
云
こ
㍗
澄
、
↑
「
↑
仲
川
二
川
〃
誹
二
什
知
力
ふ

〃
海
で
あ
ー
、
雌
に
完
璧
　
「
デ
ス
L
 
V
二
産
声
が
兇
ら
れ
る
。

・
ま
た
∵
膏
の
ノ
う
ち
、
∴
苛
帝
が
碑
名
廣
親
ぺ
＼
れ
参
列
は
、
可
壊

単
車
産
密
書
蕗
に
偽
っ
て
い
る
。

碓
グ
、
ウ
シ
　
（
オ
空
　
々
セ
イ
ン
（
ウ
け
〕
　
　
却
ク
∴
宅
甲
チ
（
オ

帯
）
　
　
ク
シ
テ
　
（
、
ワ
脚
〕
　
　
打
つ
7
ウ
シ
テ
（
、
叩
胡
）
　
　
空
了
ワ

シ
テ
（
オ
研
）

形
で
ば
、
珂
三
教
端
噂
淀
む
．
で
の
l
 
J
　
〃
云
㌻
パ
ス
L
 
C
エ
十
八
ウ

ヨ
・
て
丁
九
、
ワ
畠
　
が
免
ウ
弟
る
の
み
で
あ
る
。

国
　
『
光
を
均
義
政
寒
東
経
も
老
年
が
に

の
　
『
家
書
句
鼻
承
聴
盈
紅
梅
の
み
の
る
の
　
C
誓
請
）

〓
′
′
札



7

1

ノ

必
客
ず

し
刀

増
加
∵
す

デ
や

潔
来
す

が
討
生
す

！
▼
Y
ウ

郎
威
す

卵
胞
す

押
掛
づ

丹
彬
す

・ハ軋・－

L．年i
㌢
グ

虎
学
寸

グ
且
つ

押
噂
す

－
ヽ

卯
痺
す

吋
形
．
す

ゾ
ク

郎
即
す
H

∵

∵

－

錘
郎
寸

り
づ

灯
立
す

ノ
．
1
ン

郎
印
す

が
7

カ
ム
ロ
す

タ
ン

灘
「
訓
す

L
／
ヴ

霊
竿
寸

J
シ
ュ
ン

や
碩
す

ダ

わ
碑
ハ
寸

房
鞠
す

か
，
ノ

〃
翻
寸

4

ヤ

〃

ノ

露
お
堀
す

2
7
郡
増

ヤ
飢
ず

レ
′

ガ
封
∵
す

威
略
す

．
y
一
ブ

誓
著
す

〆
ろ
っ

控
対
す

ヾ
す

印
判
す

け
り
′

〃
翻
す

才
、
ワ

誉
苑
ず

・
ゴ
ー

ガ
、
記
す

デ
イ
′

ガ
裡
寸

・
、
，
Y
l
り

再
生
ず

七
プ
．

胡
讃
す

月
報
す

銘
動
可

ガ
酔
す

蒜
○

卵
「
曙
す
L
出
‥
句
軋
名
句
薇
釈
聴
盈
忽
ち
で
は
g
桝
の

す
べ
て
が
正
、
腎
の
．
「
渚
L
・
厳
酷
で
あ
り
が
、
可
読
家
畜
最
新

蓄
財
・
わ
で
．
1
4
＝
．
イ
尺
し
．
（
丁
淋
）
一
ゾ
二
五
甲
吻
・
書
l

て
ぢ
っ
て
‥
為
。

こ
封
－
り
衷
髭
画
そ
の
鼻
賓
ば
、
痢
彪
∵
に
、
使
用
諸
厳
の
鼻

と
牢
蘭
お
り
会
う
も
の
か
も
知
こ
仕
専
〓
㌦

園
瑠
法
華
昏
象
轡
書
館
も
ノ
の
料
の
l
毛
の
・
ヘ
ル
藷
．
）

・
肘
で

ハ
イ

巧
裾
巧

苛
め
う
ち
、

つ

鳥

ノ

一

　

　

　

　

　

　

、

ン

エ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

・

／

－

　

　

　

　

　

　

　

′

デ

ブ

カ

ノ

　

′

牢
固
ず
　
邦
帝
す
　
竺
移
す
　
宵
勅
オ

㌦

ウ

1

　

　

　

　

　

　

7

　

　

　

　

　

　

　

7

〃

′

　

　

　

　

　

　

亨

り

紳
士
寸
　
　
の
孝
サ
　
　
竺
服
す
　
＋
郎
脅
す

三
番
五
色
壌
尊
顔
彿
′
に
ザ
産
卵
顔
形
の
伺
軸
の

の
　
可
先
着
研
養
親
應
東
貌
も
の
外
、

喝
沫
単
車
直
感

春
野
』
二
ト
も
隊
㌻
ワ
れ
五
㌢
竜
の
（
7
藷
J

r

、
、
ノ
．
こ
て
サ
′
㌻
ま

〝
撃
廊
硯
ず
蒜
す
．
押
紙
す
．
り
疎
ナ

ノ
了
ウ
，

ガ
津
守
、
〃
灘
す

以
上
鐸
毎
の
ふ
ノ
う
、
三
番
茶
色
賓
客
嶺
秒
に
サ
変
郵
画
布
の

両
軸
完
〓
閑
め
ふ
ふ
竺
夢
も
云
ふ
佃
∵
お
初
二
刀
打
力
の
二
野
方
が
∴
誓

わ
の
ゼ
醇
で
、
l
ガ
に
「
ア
ン
ス
」
．
ガ
に
「
ガ
ス
L
、
汀
に
1
バ

イ
ス
L
、
巧
l
二
「
爪
、
ワ
久
し
の
声
点
完
〃
あ
言
ソ
、
ガ
「
掘
叩
L
r
r
癌

1
シ
・
ワ
久
し
と
あ
る
。

ま
た
、
章
の
何
語
に
薇
患
者
き
叫
は
㌦
刺
も
見
ら
れ
す
い

グ
、
ワ
フ
〃
′
一

が
、
雪
鼠
シ
テ
し
．
・
ハ
可
私
書
句
羨
釈
膿
東
免
上
空
彗
慈

シ
テ
L
（
甲
下
府
完
こ
の
細
く
、
臼
で
l

ぼ
草
り
離
甘
が
つ
た

痺
剖
官
有
す
る
桝
が
移
寸
看
。

秘
め
ら
れ
る
も
、
の
感
、
、
呼
・
「
番
」
の
　
こ
緒
で
、
あ
ノ
る
。
ま
た
：

司
法
発
酵
産
蘭
書
坤
．
も
そ
ば
∴
準
訓
を
婚
ケ
た
両
立
し
て
、

ま
一
一
〃
ノ

紺
1
勅
シ
ヂ
L
二
・
ワ
胡
）
玖
一
利
が
．
発
ち
折
多
分
み
ぞ
め
る
。

田
対
痘
和
頭
部
頭
の
療
・
不
佐
原
が
を
の
壌
由

城
下
で
ば
・
復
功
互
頑
固
に
会
け
て
考
察
を
連
掛
る
。

H
省
線
草
軍
に
つ
考
＼
、
親
智
晩
本
類
象
る
義
妙
甲
l

こ
動

細
面
を
乳
出
増
も
、
三
見
献
腎
の
け
ず
H
l

二
も
、
l
対

叙
す
る
季
語
動
絢
を
乳
頭
し
萄
癖
毛
の

西
巻
線
度
客
に
つ
き
、
老
轟
竹
中
に
卿
訓
を
．
東
京
〓
」
も

動
画
糾
．
老
冤
出
し
碑
ぬ
も
の

誓
．
老
親
諌
穿
l

二
つ
き
・
多
義
華
甲
に
新
和
芝
見
由
し
縛

め
も
の



ヽ
ノ
輌
凄
絶
攻
撃
に
つ
き
、
名
義
坤
甲
に
増
益
す
る
和
麺
動
、
詞

を
乾
田
寸
も
・
各
級
大
献
甲
丘
そ
の
嘲
劇
．
を
見
出
し

縛
め
毛
の

＠
身
玖
渓
雪
に
つ
永
二
名
義
秒
や
ド
和
姦
す
る
㊨
為
朝

由
が
見
出
さ
れ
、
．
か
つ
、
券
軟
三
大
賦
甲
の
い
ず
れ

か
l
こ
ぞ
の
滑
例
を
吏
出
し
喝
矛
毛
の

甘
事
・
読
下
に
、
と
り
上
げ
る
朗
藷
で
プ
う
、
乃
「
懸
す
L

、
の
／
麹
は
．

柵
疋
（
シ
）
チ
懲
（
シ
）
チ
ハ
惣
シ
デ
モ

の
如
く
、
痢
法
l

て
著
し
い
偏
り
を
足
せ
て
P
る
の
で
、
今
は

暫
く
動
拘
聯
漬
せ
ば
組
彿
尋
、
考
察
の
対
象
か
ら
肩
聴
く
。

わ
巻
綾
親
書
に
さ
、
額
智
寵
本
輝
禿
る
薮
神
甲
ド
動

鞠
訓
を
乳
お
耳
も
、
三
え
新
平
の
い
ず
れ
に
か
二
．
対

ふ
す
る
初
詣
勅
諭
を
辟
這
し
得
ぬ
も
の

（
城
下
、
千
草
紺
の
屯
本
宮
、
盈
功
細
く
喝
覿
丁
重
言

、
．
1
．
．
ノ

ユ
三
教
塙
嘩
注
も
匡

2
丸
ま
切
轟
歌
應
風
説
∵
I
品

1
｝
諸
家
西
友
研
杏
樹
1
虔

本
項
に
、
諌
券
守
る
も
ふ
〃
に
、

1
∴
う
寸
β
焉
す
べ
孝
づ
〃
刹
寸
三
唱
す
稼
号
令
づ

怒
す
封
和
す
が
里
寸
々
祝
す
完
了
石
破
雪
空
適
7

〃
漸
う
〝
瀧
受
け
立
寸
け
観
示
フ
？
現
す
〝
萌
す
写
諾
う

痺
醸
す
尋
廟
寸
〃
姦
二
号

の
茸
駕
が
み
る
。
二
組
り
ド
つ
l
、
て
、
や
券
汐
を
承
プ
る
に
、

ま
1
弓
す
し
子
は
、

碑
覇
了
へ
予
、
帯
㌦
巧
∵
碗
崇
㌢
弔
フ
畢
質
入
ポ
P

1
．
事
J
ゲ
ル
フ
l
い
ダ
ニ

へ
喝
千
手
5

と
、
「
ぢ
′
＼
・
よ
ば
ふ
・
さ
再
ぶ
」
へ
そ
れ
に
1
ネ
ラ
フ
L

も
）
の
千
野
珂
封
が
謁
の
、
り
釣
る
が
、
言
う
て
し
カ
利
刺
ハ
∵
望
首
、

っ
牲
テ
免
朝
∵
牢
？
竺
ア
号
1
4
チ
耳
「
讐
エ
ラ
ス
カ
シ
マ

′イ
二
フ
ス
ト
ア
（
封
ノ
六
オ
9
傍
線
冶
私
っ
空
下
画
『
）

の
璃
く
で
あ
っ
て
、
密
着
が
朝
赦
し
甘
∴
い
。
．
（
ふ
リ
ガ
、
田
に

「
導
蔚
し
の
利
達
観
く
、
「
彪
（
ツ
J
グ
し
（
甲
孟
ウ
上
が
あ
る
J

．
‘
「
冶
瑠
L
（
3
刺
肯
、
剰
え
ば
、

○
洗
胃
三
五
ハ
準
・
甲
へ
ノ
）
濁
ヲ
治
＝
ハ
几
（
ヲ
去
巴
、
（
且
霊
ラ
ム

の
細
く
、
い
ず
れ
も
、
癖
雲
「
〓
沖
、
甘
L
券
で
め
る
。
三
獲
本

イ
マ
ス

草
裟
卑
痺
坤
に
も
∵
言
浴
し
（
＞
衝
撃
炉
本
工
石
、
ワ
）
と
あ
る
。

「
方
、
多
義
紗
に
ふ
？
「
ブ
サ
ム
ハ
ル
タ
モ
ツ
ヒ
ラ

グ
永
ル
ッ
ク
ロ
ブ
ハ
ラ
フ
ミ
万
＝
ア
ッ
プ
ル
」
（
法

上
チ
二
、
と
、
多
数
の
動
翻
訓
を
堺
這
定
ヱ
「
J
寧
魯
す
る
も

lの
が
乳
．
由
ら
な
い
。
（
匡
仁
、
1
つ
く
ろ
ふ
L
r
は
ら
ふ
L

の
司
利
イ
砧
拝
せ
ザ
、
「
日
、
乎
寸
L
の
痢
刺
も
菰
∵
∪
窟
〓
∵
三
を

さ
む
し
繕
、
「
鶴
沼
L
耳
は
「
螺
細
し
の
愚
の
研
刺
の
み
で

五
十
∵
．
、
・高

一



〃
「
蓼
寸
し
　
（
3
刹
）

〇

五

人

マ

コ

ト

ノ

茸

ノ

コ

ト

ゲ

せ

余

卑

力

茄

ト

グ

う

、

ン

ツ

カ

フ

ル

茄

卜

二

　

C

誠

才

耕

）

名
義
、
神
　
「
ノ
ブ
　
ソ
．
刀
マ
リ
・
・
ル
　
マ
サ
ル
　
ガ
シ
コ
マ
化

、
ワ
ヤ
マ
フ
」
　
ハ
落
下
二
　
千
九
L
 
J
　
ど
彿
二
者
。
∴
亀
薮
神
ふ
　
1
孝
し

髪
∴
ト
d
〓
風
音
㌣
写
∴
P
訳
、
危
ふ
剰
強
∵
㌣
言
？
訝
、
ノ
空
身
二
「
ヅ
カ
リ
ブ
″
　
L

の
「
妊
ふ
」
か
璃
並
㍉
や
　
完
断
．
良
二
誓
ト
フ
高
言
㌍
∵
十
整

ィ
「
簡
寸
」
尋
、
．
1
桝
′
よ
し
　
の
轟
に
芋
L
ノ
「
ふ
㌢
翼
客
賽
効

に
与
、

別
封
午
（
荊
禦
塚
本
　
下
二
義
、
芸
　
事
賢
）

蕉
碗
止
度

と
あ
る
り
　
譲
だ
　
　
拝
の
二
軍
刺
∵
ト
も

？
讐
伯
泉
朗
報
足
ヲ
呵
止
で
（
∵
中
空

飲

三

太

ラ

・

天

啓

、

捉

ヲ

セ

イ

ス

、

C

ニ

九

ウ

吐
二
つ
、
り
ノ

C
一
こ
流
喉
長

智
催
）
ト
姦
〕

ム
　
し

の
朝
ぐ
∴
儲
「
吏
埠
牢
や
両
者
が
辣
存
し
て
い
る
。
ノ
方
、

名
鼻
相
澤
は
、
「
ツ
グ
ル
L
　
（
僧
上
九
五
）
　
の
　
∴
桝
が
二
兇
え

る
み
、
勲
で
め
る
。

脅
薮
神
を
盤
誓
、
御
額
ノ
磯
で
し
て
考
、
方
二
く
l
〃
る
の
に
、

「
期
づ
L
∴
に
珂
晦
て
る
も
の
と
し
て
「
¢
ど
む
し
が
あ
る
O

へ
勃
凄
章
ピ
い
て
且
1
止
し
宴
。
当
し
か
し
・
回
読
ぞ
の

閏
桝
は
、

○
萄
ラ
彿
代
′
∴
当
つ
刃
㌢
立
二
．
仝
閻
＋
三
八
・
ヴ
∵
ア
∴

ダ

思

象

千

日

」

パ

テ

へ

国

　

王

オ

云

）

這
三

〇

鞠

疋

ヲ

ト

、

メ

テ

ラ

ホ

シ

メ

サ

ハ

　

醸

　

オ

ご

覧
」
〕
ば
、
「
刹
づ
L
と
は
利
轟
き
あ
∵
リ
、
．
↓
糾
せ
∴
「
と
耳
ふ

守
る
力
線
く
．
定
の
（
　
剰
の
み
で
あ
る
．
。

フ
「
－
・
l
 
L
・
十
テ
ト
、
4
、
（
田
　
三
〇
オ
ヱ
）

割
ノ
ト
於
は
る
「
糾
す
L
．
1
射
止
寸
L
「
ど
ど
む
し
の
三
番
に

潮
何
怯
る
易
累
が
多
為
の
か
、
今
．
の
と
こ
ろ
末
輩
で
あ
る
。

ぶ
．
！
橘
で
し
　
（
割
ノ
′
刹
・
劾
っ
。
例
二
声
7
例
〕

一
1
1
．
．
t
し

○
衆
生
謬
舜
チ
、
缶
又
、
1
へ
亀
「
蒜
）

韻
魂
警
孝
に
つ
い
二
て
、
名
蚤
妙
に
畠
、
「
ム
ヘ
ナ
ブ
　
ツ
、
：
ソ

．
ノ
己
、
ヱ
ク
　
ビ
′
埼
　
マ
芳
ス
鳥
肇
〔
γ
料
マ
「
・
キ
ハ
聖
1
、
ノ

つ
L
　
ベ
仏
上
三
ニ
〕
　
羊
　
多
数
の
動
珊
瑚
が
見
え
る
が
、
適

合
ふ
す
る
も
の
言
は
労
音
耳
ら
ふ
リ
い
㌦
十
坤
で
、
了
、
ワ
羊
マ
フ
了
二
牛
車

で
並
け
が
。
抑
l
・
＝
、
魚
の
如
き
刺
が
草
九
る
0

0
確
約
ニ
ラ
稀
ヲ
敬
フ
撃
偽
恭
敬
ノ
形
ヲ
確
心
、
ザ
ノ
し
ハ

婁
ノ
拘
ヲ
ウ
ヤ
・
マ
、
ワ
や
、
ア
ヲ
咋
接
ナ
心
へ
シ
茸
、
、
、
へ
上

～
誓

ま
た
㍉
色
蜜
、
写
嶺
汐
に
β
、
う
告
、
l
ざ
ノ

す
有
や
昔
哀
し
　
へ
前
脚
、
家
を
　
下

と
　
二
　
オ
　
　
Y
あ
る
。

耳
「
縁
寸
L
の
碍
例
は
、
葱
の
∵
「
倒
力
二
二
ぐ
あ
ろ
‥

0
「
モ
ノ
理
経
門
ノ
「
大
子
ふ
二
碑
這
竺
涌
頚
ノ
匂
ヲ
讐
テ
・

法
帯
。
虜
讐
㌻
二
元
工
警

で
杏
∴
・
芸
五
平
等
レ
∵
対
し
て
る
義
仲
に
は
、

「
　
ヨ
ル
　
　
ツ
　
ダ
　
フ



シ
ダ
カ
フ
　
メ
ワ
ル
　
ツ
ラ
ナ
ル
　
イ
ツ
バ
ル
L
　
へ
濱
甲

：
千
四
）
　
が
足
ら
れ
母
押
1
　
い
、
ず
れ
も
盛
会
し
な
言
∵
チ
う
に

習
わ
れ
る
。
色
密
空
軍
薮
神
に
は
、

‥

・

　

　

　

　

　

　

・

ト

　

　

　

・

　

　

　

　

　

ノ

・

と
あ
っ
　
て
、
サ
変
動
朝
粥
と
は
這
：
て
い
甘
い
。
「
簸
L
を

動
錮
化
し
て
再
言
∵
る
こ
と
ば
、
諭
告
∵
は
、
項
殊
言
霊
均
台
だ
っ

水

仁

ハ

い

．

ヮ

雨
後
巧
の
画
海
商
賽
の
中
に
誓
　
こ
れ
を
「
也
藷
」
ゾ
L
L
、

「
心
亡
き
の
働
き
が
対
象
に
面
か
、
っ
て
働
い
て
、
そ
の

対
象
の
寸
が
た
弁
こ
し
ら
え
る
．
ィ
　
」
ノ
、
J
し
て
・
在
里
啓
壌
・

衷
普
離
・
凝
丙
含
鐙
。
緒
疎
放
麹
等
の
覇
桝
を
璃
げ
て

∵

．

　

　

　

．

．

　

∵

一

・

：

　

・

．

　

　

　

　

　

．

・

・

．

．

・

・

・

　

　

㍉

．

・

　

　

・

な
弟
礫
討
〃
承
舵
が
あ
＝
り
争
、
ブ
▼
に
菟
わ
れ
る
。

却
　
「
坐
す
L
　
へ
イ
利
）

○
巧
者
や
契
一
二
割
の
テ
品
上
空

当
該
字
に
つ
き
、
名
義
砂
に
は
、
「
甘
．
ル
　
マ
ン
マ
ス
　
実

り
ノ
ノ
一
ノ

プ
　
ワ
リ
　
ヨ
ル
　
ツ
ミ
八
」
　
（
法
申
・
六
t
J
と
あ
る
へ
・
勉

．

1

一

－

し

の
ガ
〓
明
ば
、
い
ず
れ
も
　
「
座
を
占
め
る
L
の
象
こ
こ
暦
二
〃
放
、

1
・
蔚
る
L
　
「
ま
し
ま
す
」
　
「
嘗
リ
・
」
笛
で
ば
置
き
承
え
寒
く

浮
れ
玖
る
。
（
愛
東
襲
撃
秒
に
は
、
「
坐
謂
象
姦
し
へ
前
田

承
・
本
　
鱈
五
才
　
7
　
人
事
〉
　
と
め
カ
。
）

〃
「
会
す
」
越
、
朗
に
の
み
古
桝
が
轟
的
∵
ウ
玖
五
㌢
－
動
線
、

0
即
チ
籠
舟
．
ヲ
勘
ス
し
ハ
華
料
！
ニ
ヅ
畏
ラ
余
ス
し
ハ
終

二
㌢
＋
ッ
押
「
．
「
上
狛
二

の
舶
ノ
＼
で
あ
る
。
韓
薮
伍
1
利
つ
り

、
L
に
元
∵
重
し
、
ニ
ッ
L

l
鮮
二
一
ッ
L
か
ら
欄
ら
か
ば
J
＝
ノ
に
、
如
褐
「
わ
言
u
寸
L

に
対
、
荘
す
る
。
へ
軸
受
憂
二
L
も
「
敢
〕
し
か
る
に
∵
、
ゑ
こ
烈
非

で
帝
、
音
韻
を
ノ
に
「
か
ナ
ブ
コ
ソ
ル
ハ
方
正
ア
ソ
マ

ル
・
プ
つ
L
へ
楢
乎
「
）
／
ニ
の
み
の
双
手
、
1
あ
か
L
が
嵐

為
ニ
ッ
ガ
＝
二
へ
増
し
∵
「
ア
ハ
．
ザ
言
ノ
L
の
新
潮
勘
定
嘉
‡
J

邑
賓
客
頭
秒
に
ぼ
、

・
－
、
・
－
－
・
・
・
．

ッ
て
密
季
－
二
や
萄
＋
ト
二
っ
三
、
ワ
′
ノ
ヘ
誘
導
）

1
ノ
と
あ
る
。
讃
サ
「
級
に
は
、
牽
竃
1
あ
ぽ
寸
L
d
皆
無
で
、

「
合
二
L
の
毅
愛
車
和
才
動
紹
濱
・
「
郎
寸
」
這
V
L
い
う

二
J
L
に
∴
リ
カ
二

郎
「
博
す
L
は
、
左
の
／
刺
で
あ
る
む

○

普

薗

ノ

孝

尿

路

ト

云

ハ

花

者

力

点

ス

十
　
　
　
・
、
．
畑
ご

草
薮
秒
1
．
超
し
や
す
r
∵
ぼ
、
1
、
J
J

ホ
4
・
ふ
〃
ブ
ル
L
　
へ
増
車
三
、
八
）

－

．

－

　

　

　

　

－

－

　

　

　

－

－

で
凄
、
．
7
番
票
久
し
へ
∵
釣
二
割
薮
あ

ガ

ノ

　

　

イ

㍉
　
∴
．
．
．

し
バ
リ
　
い

再
モ
ノ
巴
、
（
曽
禦

ダ
ム
　
　
カ
ナ
フ

の
如
細
面
が
え
ら

？
巴
・
夏
空
ノ
頼
、
押

上
　
た
七
　
牙
　
！
＞
　
ン
　
〕

凍
て
封
寸
」
　
カ
前
例
∵
は
、
重
力
－
刺
で
あ
る
▼
ゥ



○
丈
ヲ
せ
堵
卜
云
モ
〆
え
′
′
喜
プ
、
、
叉
プ
、
桝
シ
蚤
二
フ
云
二

二
ノ
厳
、
三
ノ
義
ア
ー
ル
へ
シ
ブ
、
ノ
▼
卜
云
ハ
六
甲
上
沼
）

「
′
「
セ
戴
抄
1
翻
し
、
掌
に
∴
ば
、
1
ア
ン
フ
ン
タ
カ
ブ

イ
マ
シ
ム
一
＋
㌢
言
了
ヒ
ク
シ
タ
フ
L
C
濱
七
、
一
ト
．
「
：
ガ
、
六
糾

ぞ
乳
ら
鈍
る
が
、
l

、
ず
れ
も
遠
島
L
等
目
し
こ
そ
を
紳
1
面

壬
′
V
し

、
琴
に
二
は
存
∴
こ
つ
い
が
、
姥
l

こ
ガ
、
ガ
∵
㌻
和
露
勅
諭
1
「
の
む
」
一
〟

例
誹
∵
甲
∴
ト
、
「
訓
寸
一
L
の
藷
黄
に
、
速
い
も
の
が
夢
∴
わ
れ
∵
初
1

「
至
言
り
動
∵
Y
㌣
ご
芭
〓
り
終
・
り
粛
／
＼
ト
音
桝
、
下
車
ニ
〃
薪
の
∵
あ
た

り
▼
－
ン
∧
奇
弁
に
蘇
り
補
っ
た
ム
御
身
i
∵
上
身
瓜
．
と
会
二
呼
の
∵
偏

っ
て
‥
「
る
カ
が
二
漣
萬
「
七
六
∵
㌫
九
二
「
づ
・
う
（
桝
屋
、
を
功
也
・

／
＼
ぞ
あ
る
ぅ

、
ワ

0
溜
∴
馬
ラ
．
オ
ト
ヨ
′
A
融
嘲
、
（
、
下
㊨
幻
∴
）

ま
た
、
次
の
．
倒
、

○
絹
糸
一
｛
書
ノ
寸
泰
二
∵
〃
け
り
′
、
ヨ
二
こ
す
う
＝
、
（
上
刀
）

は
、
▼
1
番
藍
読
む
L
の
．
勘
で
二
明
り
、
分
布
．
上
．
逮
「
の
∴
閏
年

ノ
乙
ぺ
」
〆
る
。
C
渡
し
、
1
婆
妄
言
観
t
L
薮
の
倒
∵
払
、
エ
頑
に

彰
あ
云
二
」
「
又
剤
、

○
竣
琴
モ
密
者
二
糾
ナ
ワ
レ
ト
モ
心
ヲ
堵
ツ
レ
ハ
衷
∴
∴
利

。
ヨ
ミ
ア
ツ
ル
コ
ソ
姻
∵
ヲ
コ
「
ム
と
テ
ハ
ア
レ
、
（
上
班
）

か
ら
ば
、
「
釦
ニ
ヨ
ミ
ア
ツ
心
」
ご
J
L
が
1
翻
す
L
ご
∠
で

あ
り
、
「
よ
む
L
d
、
「
翻
雫
L
卜
A
リ
毛
、
広
い
磯
各
で
あ
る

二
g
身
∵
五
㌦
喉
し
て
い
る
よ
う
．
控
も
蛍
放
ら
れ
る
む
（
前
掲
の

一
町
田

「
翻
す
L
の
痢
執
ぞ
、
「
丈
ヲ
正
昭
L
′
吾
ロ
い
、
「
、
ヌ
ヲ
、
訓

ラ
L
ピ
「
蚤
ラ
或
」
　
′
㌢
を
対
句
一
．
r
し
て
い
る
「
こ
し
と
、
彰
功

利
と
党
務
七
考
え
る
r
l
二
　
「
　
啓
し
こ
乙
と
　
「
親
む
し
こ
と

ど
が
、
藷
賓
上
、
適
う
ゾ
二
、
ろ
が
あ
る
と
蓄
え
そ
、
つ
ぞ
あ
る
J

〟
「
貌
す
し
　
（
．
酪
3
列
）

け
L
：
／
＼

0

ヱ

ヘ

ナ

ク

が

7

、

．

双

ト

雷

ラ

バ

賞

翫

ト

去

∵

・

寒

ノ

重

患

ノ

称
ヲ
瑚
刃
両
ヲ
八
法
吼
ト
去
「
．
手
品
「

名
義
抄
「
凱
」
、
孝
一
ト
ば
、
「
ト
レ

′

’

′

け

ル

L

　

（

仏

下

末

一

へ

）

一

と

あ

リ

シ
ブ
ス
　
」
　
ご
椚
田
家
木
　
下
七
こ
、
ワ

卜
ろ
′
ウ
マ
モ
ル
マ

色
来
客
類
妙
に
l

J
J
、
「
、
粧

人
．
聾
と
あ
る
。

け
1
覚
尋
．
L
　
へ
脚
に
ノ
句
〕
　
は
、

。

輿

望

砿

ル

ニ

牽

木

．

エ

砂

つ

印

す

印

ゴ

甥

ズ

仏

璃

ヲ

ト

ゑ
蘇
初
句
、
へ
上
璃
）

と
あ
り
、
缶
奉
秒
↓
冤
し
辛
に
ね
、
「
ノ
ロ
ブ
　
、
ワ
タ
フ
」

の
ェ
朔
紹
絢
か
準
ギ
「
る
ゥ
　
（
咄
′
．
ト
和
利
な
し
。
）
が
、
い
ず
れ

．

．

　

　

∴

．

．

　

　

㍉

・

・

－

　

　

　

　

　

．

ぱ
摂
ご
〃
錐
甘
い
。

粛
1
接
す
L
　
へ
晩
フ
一

〇

此

ノ

句

を

輝

ハ

ヲ
摂
、
ソ
ダ
ル
　
ビ

勘
．
）
　
i
J
、

へ
＼
タ
）封

李
ヲ
刹
シ
詔
ス
、
此
ノ
抄
二

へ
Y
エ
　
　
　
コ
ト
へ

、
此
　
ノ
割
卑
ハ
藷
ノ
・
琴
ナ
ル
カ

（Ye

ハ
鋤
卑

親
族
シ

ダ
心
モ
演
ノ
謂
ヒ
ア
心
ナ
＝
二
．
（
上
空
十
禦

で
あ
る
S
　
郵
例
年
の
ぅ
匂
義
輝
し
ぼ
＜
潔
奥
．
V
を
、
1
比
ノ

珍
し
は
、
き
＜
聴
衆
缶
）
を
嫡
寸
の
で
あ
ろ
う
〝
文
l
派
か
ら



衆

す

る

に

、

「

射

す

L

と

対

立

す

る

患

・

卦

を

脅

し

・

そ

の

息

で

は

、

艶

避

「

合

す

L

に

雅

′

遭

い

も

め

か

。

と

こ

ろ

そ

、

色

轟

妙

1

歳

L

蜜

に

言

竿

、

1

月

サ

ム

　

ア

ヅ

A

　

荊

又

．

ト

ル

コ

ク

　

ヲ

ソ

ル

　

サ

シ

バ

サ

牟

＋

や

∵

ノ

ナ

フ

　

カ

イ

ツ

ク

∴

可

　

．

・

・

　

．

・

・

　

　

∴

・

‥

・

　

∴

・

　

・

・

新
開
軌
が
魂
わ
ら
招
∵
右
。
き
れ
わ
の
中
か
ら
「
．
明
寸
L
の
和

立
二
猟
森
ご
「
互
い
も
の
を
⑯
え
ば
、
「
ヲ
サ
ム
L
　
「
ワ
ッ
ム
　
L

が
喝
ら
れ
る
。
C
「
ヲ
サ
ム
」
は
尉
酎
無
し
ゥ
　
「
ア
リ
久
し

は
、
1
お
ぼ
え
あ
っ
む
L
 
l
つ
く
＝
！
あ
二
／
如
し
が
▼
あ
る
の
彗
）

瑠
〕
鬼
寸
L
　
へ
2
例
）
二
の
二
期
甘
、
色
め
如
く
で
あ
る
ゥ

0
此
ノ
不
変
ノ
雌
力
薗
ス
ル
略
二
物
ヲ
覇
千
兇
ル
／
「
モ
、

西

。

ア

レ

ト

芝

電

東

こ

そ

ア

リ

、

へ

勘

上

空

・
ま
た
！
脅
畢
炒
「
盛
L
客
に
。
は
、
「
ヲ
ハ
心
　
木
ト
コ
実

ミ
V
　
　
ヱ
グ
」
　
（
仏
上
革
八
言
「
の
、
訓
が
更
え
る
が
、
い
ず
れ

立

会

れ

悪

い

。

（

形

容

淘

軸

で

は

あ

る

が

、

「

ア

了

ナ

シ

」

が
虚
言
㍉
7
促
し
＋
抽
言
前
例
β
烙
レ
な
汗
∴

〃
「
翻
す
L
　
（
！
剰
「
ば
、
夜
例
l
こ
更
ら
椎
る
朝
く
、
「
瑠

翻
し
　
「
対
節
」
の
希
に
．
喝
患
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

。
凡
ソ
箪
渓
∵
柏
餅
ノ
翠
ハ
客
コ
ト
一
品
㍉
比
一
ノ
対
覇
ス

ル
コ
ト
r
ケ
レ
ト
毛
確
／
旬
ヲ
玖
テ
惣
シ
テ
す
．
二
・
刀
「
シ

7
守
れ
ブ
モ
コ
ヨ
ブ
上
ル
カ
ヘ
ル
し
（
壇
上
九
九
．
）
、

ま
た
、
1
離
し
単
に
－

ま
、
「
七
ル
ヵ
ヘ
ル
ト
フ
カ
バ
耽

J
J
歌
か
ケ
ル
L
（
傭
下
♂
〇
八
）
の
部
細
面
が
恕
わ

ら
れ
る
が
、
盛
会
守
る
も
の
が
敢
為
「
り
ぼ
＝
∵
（
戎
∴
十
は
・

「
か
八
す
」
「
ひ
る
が
．
八
J
T
L
が
や
ゆ
ふ
址
い
か
ゾ
二
と
思
わ
肌

身
が
∴
∵
嘲
劇
∵
甲
存
し
な
い
。
）

紺
1
轟
す
L
へ
酌
′
判
）

。
上
ハ
∵
此
ノ
‥
三
細
ヲ
轟
磁
轡
芸
叫
寛
観
昌
一
′
讐
ル
也

へ
下
地
）

奉
養
抑
「
離
し
尊
に
ば
．
「
ハ
．
ナ
ル
サ
ル
ヒ
∵
フ
グ
ネ

′
ノ

ナ
ル

ヵ
ル
ヰ
′
ル
ハ
ナ
ツ
カ
、
ル
ツ
ラ
ズ
ア
ブ
㌣
フ

要
■
ク
L
へ
僧
甲
＝
エ
バ
）
の
紹
軸
が
敬
え
る
が
、
い
ず

れ
や
適
合
し
ぢ
い
。
（
「
ば
ば
寸
L
ビ
い
、
つ
杷
勅
封
形
の
藍

え
喋
ハ
し
の
が
ふ
単
打
ぺ
十
的
力
二
「
は
二
村
つ
し
ぼ
刹
薇
、
「
へ
だ

つ
」
　
「
わ
く

が
敬
え
ず
、

首
　
「
立
す
」

〇
線
戎
タ

L
　
「
わ
か
つ
」
は
．
草
薮
秒
の
　
「
離
し
脅
す
に
利

鮎
に
呵
利
島
存
し
甘
い
∵
）

l、・・／巧J

エ

ェ
空
ナ
ラ
バ
此
ノ
丹
徳
二
フ
摺
ツ
へ
ギ
ヲ
享
憎
ノ
前

卜
ゑ
卜
翻
ス
∴
ル
コ
ト
オ
、
γ
、
（
拭
上
の
）

．
レ

「
身
、
景
秒
1
劇
」
宴
に
由
、
1
カ
へ
硬
　
カ
ケ
．
ル

ユ
く
く
小
0

へ

ハ

夢

幻

シ

　

ノ

ヤ

ウ

ナ

し

ト

モ

載

涛

ヲ

軌

シ

テ

ホ

ッ

ト

甲

二
生
ル
レ
ハ
十
号
抒
圭
司
勾
∵
（
嵐
言
二
誓

名
義
秒
「
立
L
隼
に
、
「
チ
膏
フ
　
グ
ツ
　
サ
ダ
ム
L
　
（
頭

上
九
〇
）
　
と
あ
り
．
「
立
つ
L
望
ら
ば
研
創
も
潟
す
る
が
、

一
切
五



た

硯
義
と
甘
写
し
盤
い
d
　
（
、
和
泉
客
は
「
立
つ
L
、
）

が
「
観
ず
L
　
（
．
且
㌦
∠
例
・
蝕
2
刺
。
）

○
寧
日
在
ヲ
魚
卵
ニ
ス
へ
プ
チ
マ
ツ
リ
サ
ル
ハ
、
三
諦
ノ

草
矢
ヲ
笥
絵
二
、
台
存
二
一
マ
ン
マ
壷
ハ
ナ
リ
。
（
醜
オ
聖

奉
養
砂
1
徹
し
撃
に
は
、
「
、
、
ヘ
ル
ノ
ノ
ソ
ム

ヨ
つ
、
ヨ
y
「
．
ア
フ
グ
禾
プ
ル
ウ
カ
ブ

シ
メ
ス
し
（
仏
甲
八
「
）
せ
せ
の
為
二
う
ち
、

V
L
番
い
は
、
竿
や
婁
l

、
か
￥
で
潜
れ
訳
番
が
・

ヴ
ト
、
ル
　
　
オ

オ
茄
、
ワ
ス

「
み
る
L
「
さ

果

し

て

呵

鼻

で
あ
る
か
ど
う
か
．
確
亀
が
醇
で
甘
い
さ

錦
1
放
す
L
　
ハ
昭
彦
劉
ノ
蝕
7
桝
J

ヲ

ツ

　

ト

O

甲

ノ

、

六

日

後

疏

ナ

ン

ト

ニ

ハ

オ

ー

殿

下
句
碑
沙
汰
ナ
千
ビ
、
．
…
こ
（
醒
上
〃
）

リ
ノ
＼
窄
、
手

名

義

紗

て

増

し

客

に

は

、

「

J

ワ

ク

ツ

ロ

グ

　

ク

ス

　

オ

ク

　

モ

ム

ナ
フ
ー
ド
．
川
ル
　
カ
久
つ
　
憂
ル

ユ

ル

ス

∵
．

プ
　
ラ
オ
　
ロ

匪
り
　
　
ヌ
ク

ハ
ナ
　
ツ
　
　
カ

．
　
∴
・
・

ネ
ハ
ブ
L
　
（
嗜
下
へ
○
）
　
と
あ
り

誉

れ

ら

の

う

う

、

「

と

く

L

か
や
や
凄
い
小
に
準
え
る
が
、
府
利
に
つ
い
て
疎
す
る
た
、

循
虜
、
利
寿
と
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
為
。

．

－

．

－

J

l

一

搾
1
速
了
L
　
（
瑳
／
，
呵
・
田
っ
〕
倒
）

。
霊
讐
渡
へ
里
中
射
撃
荻
覿
卜
琵
シ
ダ
ソ
、
（
曲
芸
）

ば
、
そ
の
／
句
で
あ
か
。
ま
た
、
名
義
妙
「
注
し
・
琴
ド
也
、

1
ゾ
．
、
プ
　
ト
、
A
　
毛
ケ
瀦
ル
　
千
八
一
ノ
ス
　
ッ
．
ア
葡

一
①
六

イ

心

入

　

ソ

シ

ル

　

ナ

．

ツ

ラ

グ

　

刀

、

ル

L

　

（

法

上

三

酉

．

▼

）

ど
あ
っ
て
し
　
「
ヤ
ハ
ク
ス
」
者
が
確
度
い
が
Y
y
見
ら
れ
計

が
、
石
勘
に
忘
聖
す
め
こ
ト
、
料
ふ
ア
リ
芥
ふ
半
合
ゾ
音
プ
ベ
璃
二
や
の
か

（
幽
・
地
境
に
、
1
や
ば
く
す
L
の
河
創
出
二
浴
し
な
∴
い
。
〕

押
「
瀕
ず
」
　
（
醸
㌻
例
〕

〇
百
日
法
乾
撒
ヲ
塊
シ
ケ
定
ハ
∵
テ
ノ
日
、
（
ウ
劇
）

ろ
貴
妙
「
誠
」
車
に
二
、
「
カ
・
A
カ
フ
　
カ
サ
ブ
　
カ
マ
プ

ト
ウ
　
ノ
ろ
一
7
　
マ
ツ
ル
　
埠
　
鳥
．
細
　
工
予
プ
言
　
C
・
葱

上
五
六
）
　
の
郎
細
面
が
解
け
ら
れ
る
。
中
で
、
「
／
一
く
L
が

や
や
妊
ノ
＼
二
軍
朝
も
秘
め
ら
れ
る
二
壷
諒
こ
か
、
や
は
り
、

同
慶
と
は
誓
し
幾
日
む

ー
ノ

竺
－
諭
す
L
　
へ
拭
ぎ
例
・
騰
2
倒
〕
　
（
笠
逐
す
し
雲
誓
森
六
∴

－
ノ

○

プ

ノ

瑠

法

麗

絶

ヲ

ナ

4

滴

ラ

ケ

ル

。

へ

環

オ

空

の
紹
ノ
1
、
「
音
盤
L
の
薮
に
蜜
い
ね
　
「
号
、
名
義
料
「
諭
し

曳

ノ

「

ば

、

1

月

ム

　

く

ウ

デ

ブ

、

カ

ソ

プ

　

く

J

刀

ム

L

　

（

壊

上

七
二
）
　
の
四
桝
が
変
え
る
〈
り
み
で
、
盛
合
す
多
毛
の
は
見
当

ら
豊
言
P
d
．
（
「
ま
む
し
に
つ
い
て
房
匪
瑛
二
む
し
ろ
、
「
ど

甘
っ
小
。
L
八
紘
に
逐
例
）
の
、
針
が
ノ
虻
い
さ
つ
㌣
あ
る
。
色
味
芭

顧
掛
r
竜
、
寸
藤
．
㌶
ス
L
 
A
前
菌
教
本
　
下
七
ェ
、
フ
　
人
草
）

と
あ
る
。
）

ガ
1
翻
す
し
　
（
成
！
．
刹
）

ム
フ
々
7

0
親
王
工
期
∴
／
チ
メ
ス
　
「
　
、
ワ
空



l
て
つ
い
て
培
、
名
薮
神
「
劫
し
辛
に
　
1
ト
、
ノ
フ
　
ツ
、

ン
ム
　
シ
ダ
ウ
フ
　
マ
フ
　
イ
マ
、
ン
ム
　
ダ
、
ス
　
努
、

衛
、
　
避
・
L
　
（
僧
上
八
三
）
　
と
あ
る
う
ち
、
「
ノ
。
ダ
マ
フ
L

が
や
や
炎
い
　
（
珂
例
は
詔
勅
脅
す
）
　
が
、
甲
姦
ふ
た
旧
悪
し
準

い
よ
う
に
醇
狩
れ
る
。

即
　
「
拳
瑠
L
　
へ
ノ
．
例
）

○
嶺
正
確
ハ
車
シ
テ
A
。
C
甲
り
毀
）

哲
1
番
す
L
は
、
「
た
て
ま
っ
る
．
」
義
で
あ
奇
が
、
易
蓉
沙

1
拳
し
宴
に
ば
、
「
ワ
ク
　
す
、
J
　
ゥ
ヶ
ク
マ
ハ
ル
　
ツ

甥
ム
マ
ツ
ル
　
密
・
養
、
L
　
ハ
払
下
呆
二
田
）
一
Y
あ
っ
て
、

教
義
こ
明
は
落
し
甘
い
。
（
旭
に
「
誉
二
で
し
の
嘲
刺
は
存
す

る
が
、
す
べ
て
「
真
－
ス
旛
っ
L
の
義
で
あ
る
。
な
お
、
翻
渓

七
a
ウ

・
望
∴
ほ
「
尊
者
」
で
あ
り
、
名
義
妙
に
そ
の
和
訓
由
無
く
、
嘘

に
解
例
も
移
し
甘
い
ム
）

の
「
残
す
し
ぼ
、
数
の
一
例
の
み
で
あ
鼻
。

○
此
沙
衣
「
∵
イ
カ
ナ
ル
芥
二
兆
薮
ヲ
カ
顆
シ
ケ
空
へ
姐
オ
望

対
す
合
名
轟
砂
「
珊
∴
二
写
言
上
は
、
て
キ
ル
，
て
プ
仏
ノ
ツ
ワ

サ
ト
ル
　
ナ
ッ
ク
　
ナ
ラ
ブ
　
ガ
へ
心
　
ソ
夕
方
ワ
　
　
ッ

功
J
 
J
、
㌧
フ
　
グ
L
　
へ
仏
申
こ
こ
こ
　
と
あ
る
が
、
盛

会
す
る
勅
封
動
が
存
レ
甘
い
。
（
「
ケ
L
が
て
増
し
に
竣
為

す
冶
朝
顔
訓
で
あ
カ
ニ
二
と
ば
、
「
碍
細
孔
メ
、
グ
空
イ
マ
、

泉
ナ
〃
／

鍔
昇
裾
今
」
　
へ
仏
工
三
七
）
　
に
ま
っ
て
加
工
タ
カ
こ
し
と
が
で
さ

る
〝
　
）
　
名
義
秒
「
服
し
牽
．
甲
の
卿
糾
ド
混
二
て
1
痢
L
　
と
あ

る
の
が
、
1
阿
歯
惑
」
の
．
訓
環
・
孝
で
二
あ
＝
る
二
一
と
は
、
免
苑
の
、

か
藤
老
親
博
士
の
御
彿
妄
言
、

毛
′
す
ヰ
ル

ハ
痢
　
〕
成
れ
ば
東
軍
の
奇
敬
を

財
也

巽
ナ
ル
方
便
を
奴
た
ま

痢
老

え
妾
の
方
硬
を
双
た
ま

網
退

席
磯
の
法
門
を
∴
玖
ケ
∵
王

鵬
粗

領
媚
を
須
　
（
ヰ
ル
〕
　
ベ

好
色

玖
ル
二
と
　
（
山
固
本
力
敢
為
）

ヒ
キ
　
（
同
上
）

は
む
こ
と
　
（
礪
エ
〕

は
む
こ
　
と
　
（
樹
上
）

－
ン
　
（
腰
掛
双
奇
靡
風
域
真
空

喝

喚
　
C
ブ
〕
　
三
と
努
二
項
　
（
ヰ
）
　
為
　
へ
珂
よ
）
．
．

（
　
1
訓
点
督
ハ
財
の
糾
学
に
つ
い
て
」
＜
可
東
学
・

密
学
も
瑠
　
罪
責
　
昭
二
卿
鮒
二
年
‥
伊
丹
＞
）

で

の

釣

堀

感

が

あ

り

、

新

湊

卑

∠

覚

ら

れ

る

毛

の

の

よ

う

で

あ
為
．
健
レ
、
馳
l
二
監
ら
融
∵
る
「
輝
ゐ
る
」
の
2
倒
（
オ
聯
・

オ
笠
　
は
、
い
ず
河
毛
「
疎
密
L
の
意
で
め
千
で
二
二
撒
痢
L

の
姦
二
で
d
こ
q
い
二
　
（
　
「
摺
お
力
ロ
ト
を
　
「
顔
紹
」
　
の
轟
で
磨
い

た
例
は
、
鑑
に
平
卓
絶
班
か
、
わ
蕗
ザ
番
よ
、
プ
で
あ
る
。
〕

「
飲
も
し
は
、
右
轟
妙
「
服
し
蜜
に
は
見
糾
せ
な
い
が
、

坤
に
痢
朝
田
啓
す
わ
・
・
？
J
刺
〕
押
し
、
「
飲
ノ
マ
ロ
ガ
ン

ヲ
ノ
マ
ム
L
　
？
ワ
明
）
　
等
羊
あ
っ
て
、
1
残
す
L
に
為
し
い

も
の
「
と
止
〓
兇
軸
「
い
∫
、
フ
で
あ
る
。

水
上
を
盛
覚
し
て
洛
う
に
、
こ
れ
ら
の
渡
鳥
幼
魂
が
泉
紀

ノ
佃
C



さ
れ
台
壊
尊
に
対
症
す
る
盛
絢
骨
や
朗
が
忽
海
砂
申
∴
㌧
嵐
臥

し
撃
十
二
と
は
、
単
ば
ね
輯
辣
間
慰
め
か
、
ぞ
封
∴
羊
も
、
し
か

超
べ
き
寒
宙
が
あ
っ
て
の
二
と
婁
の
か
。
彿
芸
空
の
「
愛
す
L

の
棚
く
、
酋
初
か
ら
襲
香
南
ピ
し
て
用
い
ら
れ
、
速
に
紅
森

て
る
．
朝
露
を
鳩
た
な
か
っ
た
も
の
の
烙
万
力
二
二
号
か
ら
す
読

ぼ
、
扉
エ
l

こ
砥
げ
束
た
っ
た
錮
鶉
苛
、
或
い
は
、
「
致
す
L

と
研
承
、
晴
渡
の
親
金
を
承
わ
可
も
の
シ
こ
て
、
日
奉
嶺
の

甲
に
、
城
南
の
死
命
を
占
め
て
い
た
も
の
か
∵
も
知
れ
ガ
＝
㌦

国
学
級
壊
掌
に
つ
き
、
彪
薮
訝
中
l
C
ノ
解
剖
を
乳
酪
寸
も

勅
，
瑚
訓
を
見
如
し
喝
ぬ
竜
の

、
本
項
l

二
親
孝
す
多
寄
の
ふ
聖
、
虞
「
印
字
し
灘
「
褒
∵
す
L
の

∵
圭
．
、
・
へ
‥
・

「
印
す
L
の
例
ば
．

寸
一
（

0
印
ス
ト
五
二
能
印
的
細
ア
ル
ヘ
ン
、
覇
や
伺
ヲ
印
ス
∵
ル

ソ
ト
五
一
（
此
ノ
大
智
大
藩
不
安
、
穴
印
労
三
番
轟
喝
ヲ
料

ス
ル
也
、
品
∵
上
潮
「
聖

の
j
利
で
あ
力
。
ま
た
、
亀
寂
静
「
印
し
掌
に
は
、
1
オ
シ

テ
シ
′
ル
シ
L
の
明
く
、
名
細
如
し
か
蘭
宣
誓
ら
甘
言
∵

4
醇
∵
瑠
」
の
解
剖
は
、

′
ナ
○
形
ハ
カ
ハ
レ
ト
モ
耐
グ
為
ェ
チ
ワ
ダ
ル
ヲ
来
裾
ト
亙
、

ク
、
円
ノ

サ
レ
ハ
共
シ
テ
ウ
デ
リ
ダ
ル
議
ガ
別
ノ
（
ツ
ク
ラ
レ
テ
形

ノ
刀
バ
リ
・
夏
′
別
シ
タ
ル
ヲ
缶
甲
ト
左
（
船
上
埠
）

ー
坪
八

の
ノ
圭
利
の
潔
で
、
名
黄
砂
「
来
し
学
に
ば
「
l
「
∴
「
モ
′
L
へ
仏

下
釆
二
六
〕
の
一
面
が
変
え
苛
に
過
ぎ
な
い
。

「
印
T
L
は
、
「
看
く
」
「
し
ろ
す
」
と
冶
別
桑
で
あ
・
ろ

、
つ
。
C
「
し
乱
す
L
由
、
鑑
l

二
相
即
が
壷
性
ず
・
「
し
脅
し

ど
ど
む
L
（
下
彪
）
が
1
例
軍
ら
れ
る
が
、
「
内
題
ノ
客
ノ

外
工
科
承
プ
レ
ハ
者
ン
ト
、
メ
年
か
為
二
審
喘
ナ
り
五
、
、
L

ビ
あ
っ
て
′
、
1
丈
婆
．
・
東
孝
を
書
き
と
ど
め
脅
し
、
藩
で
あ
る
J

l
埠
す
し
ぼ
、
甲
例
年
に
見
ら
れ
る
「
わ
た
る
L
に
互
い

も
の
か
。
「
索
す
」
。
の
索
形
は
、
魂
巧
の
国
辱
帝
瀬
に
十
㌦
見

出
し
に
立
て
て
．
い
な
い
。
右
列
で
、
1
井
L
卑
ド
声
息
と
廟

剖
ふ
と
が
唐
∵
こ
れ
て
い
脅
の
は
、
何
を
患
曝
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
船
磐
田
の
温
顔
で
あ
め
可
絶
世
も
．
甘
く
は
甘
い
ゥ

．
め
学
級
渡
を
「
に
べ
ノ
き
、
名
務
妙
甲
に
和
訓
怒
風
射
し
褐

ぬ
も
の

本
項
に
J
談
為
寸
外
字
の
云
「
l
用
1
愛
す
L
瑠
「
奏
す
」
の
2

、
諸
で
あ
る
e

「
愛
す
L
l

竺
F
l
で
、

○
単
′
－
牢
亨
患
ノ
寓
身
ヲ
ノ
ミ
牽
ニ
／
考
、
〔
五
〇
・
オ
！
）

O
、
番
犬
癖
色
へ
ハ
）
ダ
ガ
、
ヒ
、
イ
ズ
！
ガ
ヒ
、
サ
ケ
ノ
ミ
、
、
キ

ヲ
餐
ス
れ
ヲ
去
C
ワ
．
）
也
、
（
互
，
ワ
′
J
）

O
か
、
ル
女
∴
て
静
へ
．
セ
シ
膏
ビ
六
三
〇
・
り
／
〕

〇
五
有
り
、
薇
テ
喝
ヲ
劉
可
テ
嘩
7
∵
（
甲
○
オ
2
）



の
女
例
が
嶺
．
の
ら
∴
机
、
「
ヰ
L
に
対
す
る
痛
愛
の
升
に
、
「
動

物
」
も
そ
功
萄
慶
に
な
っ
て
い
る
。
「
方
、
抱
で
は
、

○
凪
ノ
避
妊
ノ
ア
ガ
　
レ
サ
ル
男
∴
拙
ワ
′
シ
テ
ア
ル
カ
ト
常
子

∵

・

㍉

：

：

　

．

．

　

㍉

．

　

　

　

　

　

　

　

．

　

．

ガ

、

や

釆

加

須

力

卜

去

ハ

．

畏

ヲ

乳

の

ツ

へ

ヰ

衆

生

ノ

為

工
畿
諸
欄
り
謂
ハ
婆
虻
ヲ
生
久
、
↑
オ
融
～
融
こ

の
舶
ノ
＼
、
載
象
的
・
頑
碑
的
耳
も
の
が
対
象
ビ
灯
っ
て
‥
い
カ
ニ

い
ず
れ
l
こ
も
杜
＝
」
、
る
養
夢
に
1
受
L
　
（
僧
坤
五
三
）
．
と

の
秋
あ
っ
て
勧
鼓
が
ま
っ
た
く
落
し
誓
い
ご
∴
こ
や
、
像
叶
魔

、

項

氏

の

郵

超

鮎

を

も

予

え

各

雲

呑

カ

に

、

「

愛

す

L

が

、

定
席
ふ
∵
㌣
煎
り
∴
げ
た
萄
額
〕
「
憶
褐
五
二
琴
等
し
／
＼
す
る
も
の

の
よ
ク
に
番
わ
れ
る
ゎ
　
〔
色
葉
、
軍
籍
秒
に
ば
、
「
＼
壕
ア
イ
ワ
へ
L

∧
前
好
、
家
本
　
下
二
九
、
ワ
　
八
番
＞
と
あ
る
ク
　
〕

＊
注
　
「
句
罪
も
・
可
読
利
払
・
牒
牽
』
坪
こ
L
　
へ
鵬
聖
日

本
籍
も
9
　
密
彙
）
′
レ
患
疎
　
紹
率
搾
卑
一
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肖
－
）
　
の
中

の
　
1
薗
輝
の
衷
痕
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増
し
、
菅
田
の
潮
は
∴
巧
の

溌
か
れ
∵
為
「
菌
数
的
泉
北
か
ら
見
た
蜜
念
′
こ
し
て
の

呵
菅
へ
』
　
」
　
ピ
い
　
っ
　
た
現
車
の
も
の
で
は
な
い
。

つ
奏
す
し
綽
∴
望
㌧

○
臣
下
賓
（
シ
ご
ア
麦
へ
ハ
）
プ
　
（
喝
と
オ
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（一岬．、

〇
時
ノ
ー
垂
濱
定
／
ワ
、
ノ
車
、
澄
子
叱
ノ
事
プ
秦
ノ
奄
星
ニ
コ

ノ
旨
発
ス
、
　
C
一
六
才
男
）

ど
こ
の
り
、
鴎
に
、

〇
時
一
一
磯
卒
ア
キ
レ
ア
ヤ
シ
ミ
デ
、
＝
此
ノ
事
ヲ
ト
フ
テ
∴
闇

爪
境
ノ

ブ
壬
二
秦
ス
。
（
オ
卵
）

0
1
…
…
L
ト
東
ズ
ル
二
、
（
才
知
）

ゾ
．
ワ
ス

と
あ
る
．
、
。
（
色
魂
孝
璃
妙
に
は
、
「
奏
し
＜
累
月
衣
＋
辞
二

、
誓
ワ
人
．
率
V
で
あ
る
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．
）
尿
上
衣
刺
の
1
奏
す
し
の
対
象

ど
な
る
入
物
空
、
帝
妄
∵
も
し
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感
魔
王
で
あ
る
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に
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帝
王
考
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1
書
エ
す
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衷
．
空
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郎
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「
奏

す
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の
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－
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「
申
す
L
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あ
る
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の
1
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寸
L
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刺
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国
王
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す
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把
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へ
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ヨ
∴
桝
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句
す
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倒
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姥
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∴
．
国
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∴
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L
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．
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石
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す
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∴
∵
町
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∵

ネ
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す
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磯
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∵
小
林
孝
硯
・
碗
筍
・
軍
学

畜
産
刺
客
妙
賂
索
引
払
所
収
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．
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∵
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滝
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「
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．
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萱
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＼
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∴
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．
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∴
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仁
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＼
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∴
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．
も
の
で
初
ガ
ム
ノ

か
3
　
人
グ
の
∵
阿
、
未
済
と
す
べ
き
竜
の
の
よ
六
ノ
で
あ
寺
。

ヽ
′
．卸

　
卓
教
護
、
軍
に
つ
き
、
る
轟
妙
平
に
南
本
す
る
和
義
働

勃
発
忘
恩
裏
ヰ
ノ
竜
、
岩
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∵
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．
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．
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仏
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膏
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薮
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．
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＜
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．
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．
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切
∵
∵
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サ
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∠
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．
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∴
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．
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．
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ヲ
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∵
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萄
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．
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憩
い
。
攣
し
、
且
に
は
、
「
二
ぽ
っ
」
へ
ヱ
ル
オ
ナ
〕

1
一
一
ぽ
す
し
（
酵
花
芽
ぎ
〕
「
ふ
㌻
㌦
香
し
へ
孟
子
ウ
ナ
）
が

．
Ⅴ
・
∴
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．
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．
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．
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．
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落
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∴
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右
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．
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．
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．
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．
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．
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／
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＜
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．
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＼
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．
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．
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∵
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＼
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．
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∴
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．
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．
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仁
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／
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又
．
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＞
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／
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。
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れ
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．
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∬
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／
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∵
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／
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茄
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。
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